
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して、秋とその他の季節との違いや特徴を見付け

たり、遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりして、秋の自然の様子や夏から秋への変化、そ

れを利用した遊びの面白さに気付くとともに、季節の変化を取り入れ自分の生活を楽しくしたり、

みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりすることができるようにする。 

 

２ 単元の評価規準 

単元の 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

秋の自然を見付けたり遊

んだりする活動を通し

て、秋の自然の様子や夏

から秋への変化、それを

利用した遊びの面白さに

気付いている。 

秋の自然を見付けたり遊

んだりする活動を通して、

秋とその他の季節との違

いや特徴を見付けたり、遊

びや遊びに使う物を工夫

してつくったりしている。 

秋の自然を見付けたり遊ん

だりする活動を通して、季

節の変化を取り入れ自分の

生活を楽しくしたり、みん

なと楽しみながら遊びを創

り出そうとしたりしている。 

小

単

元

に

お

け

る

評

価

規

準 

１ 

 

① 自分が見付けた葉や木

の実の色や形、におい、

気温、光、空の色、雲な

どの秋の自然や物の特

徴、様子について気付

いている。 

① 秋の自然と関わった経

験や日常生活の中で見

付けた秋の変化につい

て、話したり探したり、

気付いたことを記録カ

ードに書いたりしてい

る 

① 校庭の秋の自然につい

て、自ら進んで関心を

もち、関わろうとして

いる。 

 

２ 

 

② 秋の自然は遊びに利用

できることや、遊びを

工夫したり遊びを創り

出したりすることの面

白さに気付いている。 

③ 遊びには約束やルール

があり、それを守って

遊ぶと楽しいことに気

付いている。 

② 比べたり、たとえたり、

試したり、見通したり

しながら、遊びを工夫

して、遊びを楽しんで

いる。 

② 校庭の秋の自然の様子

や特徴に応じながら、

それらと関わろうとし

ている。 

③ みんなと遊ぶと楽しい

ことを実感し、生活を

豊かにしようとしてい

る。 

３ 

 

④ 夏から秋の変化に気付

いている。 

③ 自分が見付けたり遊ん

だりした活動を振り返

って表現している。 

 

 

ＩＣＴ活用事例 Ｂ２（調査活動） Ｃ１（発表や話合い） 

小学校１年・生活 「たのしいあきいっぱい」 内容（５）（６） 

使用機器：大型ディスプレイ 

使用したソフトや機能：学習支援ソフト、ホワイトボードソフト、カメラ機能 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

① 夏と秋の写真の違いを見付けて、ホワイトボードソフトを使って分類する。 

② カメラ機能で記録した写真をもとに活動を振り返り、学習支援ソフト、大型ディ

スプレイを使って、気付いたことや思ったことを発表する。 



 

 

３ 単元について 

児童はこれまで、春と夏に草花や虫を探す活動を行った。春は校外学習で公園に行き、様々な草

花や虫を見付けた。夏は校庭に行き、木の大きさや葉に着目したり、ねこじゃらしを見付けたりし

て、楽しく活動した。「先生、見付けたよ。」と嬉しそうに報告してくる児童がたくさんいた。 

本単元は、学習指導要領の内容（５）「季節の変化と生活」、内容（６）「自然や物を使った遊

び」の 2 つの内容で構成されている。秋は、紅葉、落ち葉、木の実や作物の収穫など、児童が四季

の変化に気付き、自然の楽しさや素晴らしさを体感しやすい季節である。実際に校庭に出て、五感

を使ってたっぷりと自然と触れ合う体験をすることで、児童に様々な気付きが生まれる。見付けた

葉っぱや実で秋の自然を生かした遊びを楽しんだり、試行錯誤しながらおもちゃを創り出したりす

ることができる。友達と一緒に遊ぶ活動を通して、工夫することの楽しさにも気付く。 

指導にあたっては、活動の中における児童の思いや願いを大切に、自然への児童の気付きを取り

上げる。その際、具体的な児童の活動を大切にするとともに、それらを教師や児童自身が１人１台

端末を使って記録したり、それを見て振り返ったりする活動も取り入れていきたい。 

 

４ 指導と評価の計画（６時間）   

小単元名 学習活動 
評価

規準 
評価方法・備考 

１ あきさがし

のけいかくを

たてよう 

（２） 

 

・自分が見付けた初秋の様子を話し合う。 

・校庭の夏と今の様子の写真から秋さがしク

イズをして、季節の違いについて考え、秋

さがしの計画を立てる。 

・校庭に出て、虫や樹木、草花を観察し、見

付けた秋を写真とカードに記録する。 

 

 

 

知① 

思① 

態① 

※１人１台端末の基本操

作や使用上の留意点は

事前に指導する。 

・行動観察・発言分析 

・発言及び記録カード分析 

・行動観察・発言分析 

２ あきのしぜ

んをつかって

あそぼう 

（３） 

・校庭に出て、秋さがしをする。 

・木の実を拾ったり、草花や木の実などを使

って遊んだりする。 

・秋について見付けたものや、遊んだり作っ

たりした場面を写真で記録する。 

知② 

態② 

思② 

知③ 

態③ 

・行動観察・発言分析 

・行動観察・発言分析 

・行動観察・発言分析 

・発言及び記録カード分析 

・行動観察・発言分析 

３ なつとあき

のちがいをみ

つけよう 

（１） 

・遊んだことや木の実を拾ったことなど、探

した秋について、記録カードに書く。 

・秋の自然の特徴を話し合う。 

思③ 

 

知④ 

・発言及び観察カード

の分析 

・発言及び観察カード

の分析 

 

５ ＩＣＴの効果的な活用について  

  本単元では、１人１台端末を１年生の実態に合わせて効果的に活用した実践である。 

  第１時では、場面①にあるように、あらかじめ教師が撮影しておいた写真を使って、１人１台端

末の学習支援ソフトで、夏と秋の違いに関するクイズを出題した。その際、動画を視聴させること

で、児童は目や耳を使って夏と秋の違いに気付き、次時の秋を探す活動へと結び付いた。 

  第２時以降は、１人１台端末のカメラ機能を記録や振り返り、発表に活用した。二人一組で活動

することで、撮影側が写真撮影に集中できることや（場面②）、伝え合う中で児童の気付きが明確

になることなど効果的な場面が見られた。また、撮影した写真をもとに気付きや思いを大型ディス

プレイで表現する際（場面③）に、自分の気付きを伝えるだけでなく、友達の気付きにも自分の思

いをのせて伝えたり、その後の活動の願いを話し合ったりする場面が自然と見られた。 


